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1。研究目的

　われわれは，第工に母親が新生児期及び乳児期の子ご

もの栄養法を選ぶ場合，（1）母親をとりまく環境，』（2）母親

の疲労度，（3）母親の意識，（4）施設側の態度等がその選択

に影響を及ぱすのではないかと考え，強力な因子は何か

を知るために， 第豆に当愛育病院では・、新生児退際時に

は90％強の母乳確立率であるが，退院一カ月後の健康相

談時には母乳栄養は31．2％に減少している（昭和45年調

査）ので，ぞの原因は何か，以上の目的をもって調査し

た。

2．調査内容

　母親の栄養法選択に影響を及ぽすと考えられる因子

を，下記の4観点より設定し，調査内容を作成した。

　（！）母親をとりまく環境

　　1　対象者はどんな栄養法で育ったか

　　2　幼児期体験一少女時代，授乳又は哺乳場面に

　　　　出合ったことがあるか，その時の印象

　　3　対象者の出生地と幼児期の居住地及び親の職業

　　4　教育一学校時代に育児・母乳閃ついて学んだ

　　　　経験とその効果

　　5　対象者の妊娠中，分娩後の生活環境一職業，・

　　　　住居，家族構成

　　6　現実にもらい乳が出きるか否か

　　7　産科異常の有無

　　8　小児科異常の有無

　（2）母親の疲労度．
　　1　主観的疲労度ア妊娠後期，合娩後の生活期間

　　2家事労働の負担一協力者の有無生児数の有無

（3）　母親の意識
　1　生まれてくる子どもに対する栄養法の希望

　2 栄養に闘する知識の情報源

3　母乳が過不足した場合どうするか

　4　各栄養法にどんなイメージをもっているか

　5　母乳を出すための努力をしているか一乳房・乳

　　　首のマッサージの実行など

　6 母乳バソクに対する考え方

　7　次の子どもはどルな栄養法で育てるか

　一観察一
　　1　哺乳の上手ン下手．r

　　2授乳時の対象者碕態度

（4ン施設側の態度・、

　1　乳房・乳首φ抹態が授乳に通している塑どうが

　　　のアドバイス等の有無
掬乳な．ど児の栄養法につレ1ての知識ゆ灘即

　　　指導の有無
　3入院中の新生児の搬準つヤ・て施脚1か磯

　　　明等を受けたか
以王について，60項目からなる調査用紙を作球レた6

3．”研究方法

調査方法：

（、）3回に分けて対象者にイソタビューを行なったす

　　　第1回（妊娠9～10カ月頃）は母親学級または産

　　　　　科外来で
　　　第2回（分娩後5～6日目りは病室で1、1、

　　　第3回（分娩後1ヵ月頃）は保健指導部で：：．

（2噺生児室でめ授乳時の瞭難堺勤務荊勉

　　った
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　㈲　母乳と人工乳に対するイメージ調査は第1回時に

　　行なった

調査期問：1975年8月～1976年2月
調査対象蔀愛育病院で出産予定の妊婦50名

4．調査結果

　対象者である母親がどのような栄養法をとったか1こつ

いて・在院中の栄難顧群（母乳の直接授乳），b群
（母乳の直接授乳，搾乳），　c群（母乳の直接授乳，搾

乳・もらい乳）の3群に，出生御ヵ月間の栄難を，

母乳群（母乳栄養のみ）1混合群（1 カ月間に多少とも

入工乳が加えられた）の2群に各々分けた。各群の分布

を第1表に示す。なお，出生後1ヵ月時に人工乳だけを

与えられている児はなかった．

第1表

退院時の栄養法
1ヵ月後の懸a群（21）瞬（1・）lc群（19）

母乳24例　11『6
混合r2例gl4

7

工1

不明r刎・い1、1

かった。

第12集

第2表　母親の生まれた所と生後一年間育った所，及

　　 び生まれた施設

群

簑市部
れ　　郡部
た
所　　その他

a　b　cl計1『母乳

14　　6　15

7　　4　　2

0　　0　　2

一年

市　部 15 6 15
間育？

郡　部

の他

60 40 22

た所
不　明 0 0 0

生 国公立病院 2 1 4
ま 個人病院 2 2 6
れ 個人産科医院 0 0 0
た 助　産　所 0 0 0
施 自　　　宅 16 7 9
設 そ　の　他 1 0 0

　　　　　　　

1箔

7
10

0
0

32

1

3
5
0
0

16

0

混合

第3表　母親の育った栄養法

18

6
0

12

12

0
0

4
4
0
0

15

．1

　（訂）　母親をとりまく環境

　母親をとりまく環境についての調査結果を第2～16表

に示す。各項目についてz2検定を行なったが，多くの

項目において有意なる差は見い出せなかった。

　観察による「乳房の形と乳頭の状緯が母乳の直接授乳

に及ぼす影響」（第15麦）を考察した結果，在院中は乳

房の形と乳頭の状態が母乳の直接授乳の難易に影響を与

凡ていたが（κ2＝7・68娩975（2）＝7．38P＜0，025）

退院後1ヵ月間の栄養法には，乳房の形，乳頭の状態の

影響はみられなかった。

　少女時代，母乳の授乳揚面に出会った時に「あこがれ

的」な感情をもったものは，母乳に対して受容的な感情

を育ぐくんでいるのではないかと予測したが，母乳授乳

揚面にr何も感じなかった」という，つまり母乳の授乳

を当然のこととして受けとめたものの方が，自らが母乳

を与えることに抗抵を感じていなかった。ただし，この

点に関し ては有意差はなかった（第4表）。

　その他の母乳をとりまく環境（母親の生れた所と育っ

た所，学校時代に母乳について学んだか否か，その有効

性，本人と夫の年令。敦育，夫の職業，家族構成，出産

後工ヵ月すごした住居の環境，出産経験の有無，産科・

小児科異常の有無）については，各群の間に全く差はな

試lalb lcl計II母乳1混合

母乳1151811・134

混合乳13r2巨19
不剃21・巨13
注）重稜回答あり

16116 1
一

21・
一

・14613

2『・

第4表　少女時代母乳の授乳場面に出会った時の印象

　　（分娩前に調査）

　　群　　　　　aその時の印象

b C 計

oあ　こ　が　れ

拒　　否　　的

何も感じない
そ　　の　　他

0266
1044

1037

計 14 9 11 34

愉、　呂注）その他の意見抜粋

　oはづかしレ、

　oあたり前，普通
　Oほほえましい

　o可愛い

2例

2〃

2〃

5〃
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第5表　少女時代，人工乳を哺乳している場面に出会

　　った時の印象（分娩前に調査）

第8表　本人と夫の教育

　　　群1
その時の印象

．a
b ．c 　計

あこがれ
拒　否　的、

何も感じな“

そ　の　他

　0

　0　

（鯵慧）

　0　　　0
　0　　　0　

　0　　　4
　1　　　1
（可愛ヤ））（み？う）・

0
0
6
3

1、つ1層 1 1

計（出会った者）　　3 い
11r　 19

群 本 人
夫

La b C 計ll母乳1混合

中 学卒
1 0 0 1 1 0 2

高．校　卒
11■ 3 6 20 10一 8 r　7

短　大　卒 3 7 15 6 9 0

大 学　卒 ㌧4 4 6 14 』ブ’ 7 38

大学院卒 q 0 Ol 0 ．0 Q 12

不　　　明 0 0 O！ 0 0 0 ・1

第9表　本人及び夫の職業

第6表　学校時代，母乳にっいて学んだごどが， 現在

　　役立っているが，否か。　（分娩前に調査）

、＼避＿」a
＼1

II

学んだこと列 15 6 10 3・い4 16

学んだことあり

中学校で

高校で

大学で

　6

2）

4）

1）

　4

0）

1）

（3）

　9

4）

5）

1）

19

10）

5）

　　　10
6） （1）

　　（6）

　　 （4）

　8

4）

4）

2）

b　C計ll（母乳）1（混合）

本 人

自　営　 1業

会 　社　　員1
公　　務　　員
自 　由　 業

そ　　の　　他

な　　　　　し

0
2
1r

O
2

45

夫

学んだことは

／轡1繋1－1

注）重複回答あり

4
39

1
3
3－

0

第lo表分娩後の家族構成

家族数 例数1 内 訳

3　人
f21 夫婦と第｝子→21例・

4　人
工4 夫婦と子ども

（子ども2人～4人）→15例

5　人
6 夫婦と夫の父母と子どもサ6例

6　人
2 央婦と妻め母と子ども→1例

、

不　明 7

第了表　本人と夫の年令

第ll表　出産後「内月を主に過ごした家と家族11人当

　　りの部屋数

20～24

25～29

30～34

35～39

40以上

a

本　　人

2

12

6

1

0

b

0

8

1

1

0

C

4

9

3

3

0

計 夷

6

29

10

5

0

0

24

15

．7

4

群 Iabcl計．1母乳齢

退院以来ずっと自宅 10．31124　11
退院後実家へ，その後自宅　5　3 1・9　　3、、

退院以来ずっと実家　434　11 』7

そ　 　の・』　 ．他・1 12　4　2
不　ぐ　、　甥 ’10 1・2

1・

12

6
4

』2

0

・1人当り，　1ド部屋未満 10 3 工1 24 13ズ　11

“　　f部屋 3』3 3 9
31　6

〃 　　2部屋未満 5－4
3 12　り 6 6

〃・　2部屋以上1　　　　

　　　A　　’

2 0 o 2 、1　 1

』不　 明　r 1』』0 2 3r 1
　 0
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第12表　住居のまわりの騒音と住み心地

　　　　　　　　（出産後1ヵ月過ごした家）

第12集

母　乳 混　合 計

静　　　　か
の物音が…・P

　動車一…
　の　他・・…

18

41

18

42

36

83

住み心地良い

　　　　通
　　　　　い

14

　

2

14

4

28
46

第16表　新生児の異常

＼避コ・ b c　II計

一麟孟鵬（癬）「

注）本表のうち，在院中に児が母乳を全く吸うことの

　できなかったものは，1例もない。

第13表　出産の経験の有無

＼靴『・『b cl計
初産

経産

12

9

8

2

9
10

29

21

　（2）母親の疲労度

　結果を第17～18表に示す。妊娠後期，分娩後の生活期

問において本人が自覚している疲労度（主観的疲労度）

は，各群の間に有意差はなかったo

　分娩後の生活期間に家礁の協力者があったかどうかに

ついてみると，協力者のあったもの27例（母乳群16例，

混合群13例）協力者なしは21例（母乳群8例，混合群13

例）で，やや偲乳群に協力者を得たものが多い（有意差

なし）。

第14表　産科異常の有無

＼IalblcII計妊　貧　血　　10
娠　中稚症　　5
中　その他　　1

3
1
1

7
4
1

1産科購

20

10

3

3 1 4
分娩時

帝　　切

　　引

10 01

1　　　　2

　　　　2

7い4

注）このうち授乳が全くできなかったものはなかった

第15表　観察による，乳房の形と乳頭の状態

二＞避＿」・
乳房の授乳に不適

　〃　＋乳頭扁平

　〃　＋乳頭過大

　〃　＋乳頭過小

乳頭扁平

　〃　十かんぽつ

　〃　＋過　　小

　ク　＋過　大
乳頭過大

2
0
1
0
1
0
0
0
0

b

1
0
0
0
3
0
1
1
1

C

3
1
0
1
2
0
0
0
1＊

計

6
1
1
1
6
0
1
工

2

II母乳 『齢

第1了表　妊娠末期の母親の疲労度と家跡分担

群

大　変　疲　れ　る

時々疲れたと思う

あまり疲れない
ほとんど疲れを知らな
い

そ　　　の　　　他

異　常　な　し

他の家族が全部行なう
他の家族が中心になり，
自分は手伝う

各自がそれぞれ分担し
ている

自分が中心に行ない，
他の家族が手伝う

自分が全部行なう

a

1
9
2
9

0

3
2

2

1

13

b

0
2
4
4

0

1

1

6

cll計
0

10

4
5■

0

1
2

3

1

12

1
21

10

18

17 3

0

11

5
5

6

3

4
1
1
0
1
0
0
1
2

3・II14

1
0
0
1
5
0
1
0
0

16

注）＊印のみ経産婦，他は全例初産婦

31

第⑱表　出産1ヵ月後の母親の疲労度と家事分担

二二ニト避二二二1母乳1混合1 1計

大　　変　疲　　れ　　る

時々疲れたと思う
あまり疲れない
ほとんど疲れを知らない

不　　　明

他の家族が全部行なう
他の家族が中心になり，自分
は手伝う

工

14

4
4
1

1
11

5
工2

1
4
2

6
26

5
8
3

4　　5
3　　14
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各自がそれぞれ分担している

自分が中心に行ない， 家族が
手伝う

、自分が全部行なう

2
2

』8

0
4

13

2
6

21

（3）母親の母靴に対する慧識と行動

結果を第田～31表に示す。生まれてくる子どもの栄養

法の希望は， 「仕蛮を持っているので」，「自宅と粟家間

を往復する都合があるので」 という理由をのべた2例を

除き，48例の母親が母乳で育てたいと希望していた。’ま

た，夫が希望する栄養法は136例が母雅で・14例のもの

は，特に児の栄養法に関しての意見を詩っていなかっ

　　　　　　　　　　　　　’Tた。

　母乳栄養を続ける期間を，ほとんどの母親が離乳開始

の時期声りも長く望んでいた。

　母乳を与える理由として「免疫，抗7レルギ〒1抵抗

力，安全，栄養等り魚ですぐれている」ことをあげたも

の38％に対し，』「母子の愛情が育つ」という精神主義的

理由をあげたもめは10％であった。

一般にすぐれて
いる

愛惰が育つ
経　1済r的
便　 　　利
自然だか、ら

母体 によい
そ　　の　　他

6

3
2
1
2
0
2

4　 7

＄
1
2
1
1
2

3
5
4
4
3
0

17

9
8
7
7

』4

4

、9

4
2
3’

3
2
1

8

5
6
4
1
2
3

浅）重複回答あり

第21表　人土乳に爵女る関心（分娩前に調査）

群　一 a b C 訓母乳齢
人工乳が牛乳力1ら，13　7　15

35

出きているこどを
知っている．

〃 知らなかった　7　34　14

F17　　16

6 8

第19〒1表　分娩前の栄灘法の希望及びその期間

不

卜a　b　cII計

明1・・ ・ 1い　・

群

　　母乳で育て たい　　20　　10　　18　　48

冊飴硝てたい　・・1※・
親　、人工乳で育てたい一 1※　O　　O　　 1

父親 母乳で育てたい

　見　な　Hし

17

　4

．9 10・
36

　　14

会講盤騒ゲ抵抗力沸る 8　　r＄

3　．2

12 28

22 15

91 18

　　6

注）※印「自宅と実家を行き来すうため」「仕亭があ

　　るので」の理由による。

第22表分焼前，母親は栄養に関する情報を，どこか

　　ら入手しているか　

第19』2表

母乳を続けた
し・と，思う期間

a
blcl 計1 1母乳1

1ヵ月迄 O 0 0 O 0

2　ヵ月迄
1 0 0 1 0

3　カ月 迄 2 4 4 10 5

離乳開始迄
4 1 1 6 1

それ以上
13 5 13 、31

18

不　 　r明
1 10 1 2r o

混合

0
1
4
5
12

群 a　b　C　計

2

Oテ　　レ　ビ　新　聞．なrど で 8 5 12 25

。本　　　　　　　　　　　　で
7 3 6 工6

O母　　　親　　　学一r　級 　　で 3 2 「7 12

・麟医助醐甥科医の弊σ保　　

ド　健”　　　所一　　で

21 00 20 41

Oその他（実母，鋪，本人等からきく） 3 0 2 5

注）重複回答あり

』猫表母乳が不足し妨どうするカ・（分蝋の嘩〉

第20衷　母親が母乳を希墓した理申

理　由

群
a　b　C 計　母乳混合

免疫アレルギー　13　7　14　34　17　17
ですぐれている

群 a　 ’b C 計1

・人工乳を足す

らい乳をする

～，211

0

10 19

0
50寒

Q一

注）※印　このうち，もらい乳を考えたことのあるも・

　の8例，現実飽に可能であれば，わらい乳しても

　よいと考えるも㊨
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　　　　　　　　　　　　　　　日．本総合愛育研突所紀要

鞠表母乳が不足し燐合・人工乳を足すとする　第臓
　　理由（分娩前調査）

第12集

人土乳の買おき

他人の乳はイヤ

もらい乳は現実
的に無理

Ia

8

2

Ib

5

1

Ic
計II母乳 混合

牌乳齢計
必要になる前から準備した

必要時に購入した

購入していない

10

0

14

6

18

0

16

18

14

第25表　母乳が余った揚合どうするか（分娩前に調査）

群 a b Ic
計

自分で乳房や乳首を調べた

ク　　調べない

615 28 415 12

8

乳房，乳首のマッサージなどの手当をしている　〃　　していない 17 73 13 37

3

その他母乳が出るように工夫している

〃　　していない

516 19 514 11

9

第28表　母乳をよく出す為の準備（分娩前に調査）

　　　　　　　　　　　　　　　計1！塵

不足している人にあげる

　∫　　搾　　　乳　　　で

　　直　接授　乳　で
　／　　どちらでも相手次第

　　不　　　　　　　明

捨てる（他人にはあげない）

考えていない，わからない

余るとは考えない

あとで自分の子に

システムが備われぱあげてもよい

不　　　　　　明

a

5

（2）

（3）

（0）

（0）

8
2
3
1
2
0

b

2

（0）

（1）

（0）

（1）

5
3
0
0
0
0

c　計

3　10
（2）（4）

（0）（4）

（1）（1）

（O）（1）

11　24

2　7
0　3
0　1
1　3
2　　2

5

19

6

18

5

19

5

19

第29表　授乳時の母親の印象（在院中に調査）

第26表　母乳バンクに対する関心

　　　　　　　　　　　（出産後1カ月に調査）

母乳バンクを知っ
ている

”　 　知らない

a

8

12

b

3

7

C

6

12

計1母乳

17

31

9

15

混合

8

16

＼1・lb

母乳バソクのシス
テムが整ったら

是ヲF矛U用したい

できれぱ利用し
たい

よけれぱ利用し
たい

できれぱ利用し
たくない

絶対に利用した
くない

わからない

0

2

5

5

3

5

0

0

3

3

0

4

3

2

5

6

0

2

3

4

13

14

3

11

幸せな安らかな気持

資任を感じる
充分に飲んでくれる
ことを主に考える

重労働であると思う

何も感じない
そ　　　の　　　他

9
4
6

0
1
5

3
2
3

1
0
4

lc

8
3
6

0
1
4

1’計

20

9
15

1
2

13

1母乳1混合

0

1

6

8

3

6

2

4

7

6

2

3

10　9
4　5
6　9

0　1
0　2
6　6

注）重複回答あり

第30表　新生児室の勤務者が観た，偲親の授乳の

　　　仕方
群

とても上手に熱心に与えている

まだ慣れないが，熱心に努力して
いる

慣れているが，子どもに対して話
しかけは少ない

ぎこちなく，子どもをもてあまし
ている

なげやりである

そ　　の　　他

a

7

13

1

0

0

0

b

1

8

0

0

0

1

C

5

13

1

0

0

0

計

13

34

2

0

0

1
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群　1
al b C 計

力強く皿っている
17 3 11 31

どうにか吸っている
1 2 5 8

すぐに眠ってしまう 0 0 0 0

乳首を口に入れても 1 、0 0 1
吸わない

吸い方にムラがある
1 1 0 2

そ　　　の　　　他 2 』6 5 13

母　乳 人工乳

一紋的によいと需
れる　．

0

消化がよい

然である

01例

47 晒臓的である・

飢に対する抵抗

1　・

47
力がつく

2

45 心身典に裂夫な子
もに冑つ

7

43 愛情が青づ 2

42 管全である
0

‘0 飲んだ量がわから
いので晋蝶になる

o

39 栄讐園でずぐれて
る

9

36 母体の回復を阜める 6

34 便利である
旦3

29 赤ちやんをつれて
出できる

23

27 疲乳するのに醇間
グかる

u

26

22

湧恥が心配惑ある

乳するのに疵れ
る

22

　　㌧一
9

16 よく太って体皿も
える

35

7 離乳しやすい
33

2 計剛的に殻乳でき
る

42

0 灘ちやんを置いて
出で警る

沖

　　　　　　　4

初回答あり

　　　　　　　　　　　　　窪他・＝母乳栄養に関する母の意識の調査

第臓縦児室の勤瀦が観た，新生児の母乳の　栄難に関する燃情轍テレビ・細・禰な
　　　吸レ、方　　　　　　どの　コミユケーショソや畷学級におFナる綿糖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の場で得ることが多く，産婦人科医， 小児科医，助産婦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　などから個別的な指導を受けることは少ない。また保健

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所の指導なども希薄であった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　母乳が不足した場合どうするかについては，全例が人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工乳を鰍し・もらい乳をする頃望セたものは牌』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であった◇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もらい韓獅生瀧おい覗脚壱こ不可能で麟る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が，もらい乳比関しての可能性を問題にしなもgは少な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く，「他人の乳はいやだ」という感情面でめ準否反応が

注）窺複回答あり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38％あった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　反対に自分の母乳参余った場合，、他人にあげてもよい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とするものは20％あった。 ただし，以上のいずれについ

第1図』母乳と人工乳レ禰るイ』
ゆ

　ても鱗め間賄轍みられなかった・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　母乳バソクについて知っているものと知らないものの

　　　　　　　　　　　　　　　　人玖 ㌧ 　割合は3；7であったカミ，パどクのシステム樫い発足

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した場合，バソクを利用してもよいとするものと利用し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ないものの比は4＝6で，利用の希望をもっているもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の方が少なかった。しかし，退院後の栄養法別にみると，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飴群が騨鍬り もダクの利用齢罫てヤ’るゆ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がやや多かった（有意差なし）。だが，全般的に言える子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とだが母孚レくソクの使命を理解していないように思わ牲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　母乳が出ない場合を考えての人工乳の買い置き，母乳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を禺すための工夫，看護婦の観察による母親の授乳の隼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方や，縦児の母乳の扱い方，授乳時の蝋の児ぺの接

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』し輝細癬繭する母親の親次子の学麟；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対する慰つ1・ては瀦嚥こ鱗はみら脚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人工乳が繍から6く旅ていることを70％のものが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　知っているが，その人工乳を新生児に与え多導タ艮抵抗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　があるかどうかをみると，在院中母乳のあまりよく出な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かったものと，退院後の児の栄養に混合栄養を選んでい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るものは，人工乳を与え多ことに抵抗感蓼もっズ松君い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことがわかった・』（欠2〒6・8・Z2i95（1）一334P“〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）　施設側の態度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　46　　　第32～35表に示すように，母乳がよく出るような指導

　　　　　　　　　　　　　　注　重複回答あり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1を受けたも9は鰍聯つ痙・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当院は母児別室制をとっているので，授乳室にて1眉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7回ゐ授乳がおこなわれる6 このことに関しては， 「楽

母乳と人工乳壱こ対するイメージ調査の結果は（第1図）しく授乳できる∬他の人の状態がよくわかる」ど集団

欝とも類似したイメ」ジを示して呼差はみられな授乳を受けいれている・母乳分翻くないb・ ご群の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対鰭も，他の人の蝋分漉歎するこ擁く集団授』
かうた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乳を良しとしている◇
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第32表　新生児室での集団授乳に対する母親の意見

＼1 a 1 b 1 C 計
1 1 1

よいと、思う　　　14

母子別室で一　　　〇
人で授乳した
い

別にどうとい　　 5
うこともない

母子同室で一　　〇
入で授乳した
い

8

0

0

14

0

36

0

第12集

第34表　乳拶，乳首の診断の有無

　な　　　し

　あ　　　り

『a

20

1

l　b　l

8

2

C

15

4

1計ll母乳

43

7

20

4

1混合

21

3

0

そ　の　他　　3　　　　2

　　　　　0時間にしO個室なの
　　　　　　ばられ，　でわから
　　　　　　あせる　　ない

　　　　　O時間通りO個室なの
　　　　　　にするの　で設備が
　　　　　　がかわい　せまい
　　　　　　そう

　　　　　oナシ

　理1由
皆と一緒で楽
しく授乳でき
る

他の人の状態
もわかってよ
い

他の人のこと

落着かない

そ　の　他

7

10

0

3

6

0

4

1

1

9

1

6

注）診断のあったものはすべて経産婦で，前回，児を

　出産した時に診断された。

箏35表　在院中の3時間おき1日7回の授乳について

　　　どう思うか

4

8

0

　　2　　　　1　　　　1
　モ
新生児室に経験がきけ赤ちゃんの
行くのがつるので安心リズムにあ
らい　　　する　　　わせたい

14

24

0

4

a b何副母乳混合

回数を増したい

　度　よ　い
数を減らしたい

　　の　　他

0　　0　　0

　14　21
　　5　　14

　0　　5

01653

　0
14

9　1

注）その他の意見抜粋

　　。赤ちゃんのリズムセこあわないと思う　3例

　　。授乳におわれて多忙　　　　　　　　1例

　　o時間通りで，赤ちゃんがカ｝わいそう　　1例

4．結

注）重復回答あり

第＄3表 母乳がよく出るように指導を受呼たか

受けた 9 7 8 24』 12 12

保健所で （1） （1） （0） （2）

病　院　で （0） （0） （0） （0）

母親学級で （4） （5） （6） （15）

そ　の　他 （2） （0） （0） （2）

不　　　明 （2） （2） （2） （6） 12 12

受けない 12 3 11 26 1

論

注）重複回答あり

I　b巨 卜洲母乳麟

　今回の調査においては，母親が児の栄養法を選ぶ揚合

その選択に影響を及ぱす因子について考察した。

　（エ）妊娠中には，対象者の48例のものが免疫・アレルギ

ー・ 抗力・安全・栄養等の理由により母乳栄養を希望

していた。

　（2）在院中の児の栄養法は全例母乳栄養で，授乳状態は

直接授乳21例，直接授乳＋搾乳　10例，搾乳＋もらい乳

19例であった。

　（3）退院してからの1ヵ月間の栄養決は，母乳24例（母

乳群），混合24例（混合群），不明2例であった。

　（4）在院中，乳房・乳頭の状態の良好でないものは，母

乳の直接授乳は困難であったが，その後の状態が良好に

なったものもあり・退院後1ヵ月間の栄養法には，影響

はみられなかった。

　（5）混合群24例の人工乳補填の主な蓮由は，母乳不足気

味と思う14例（58．3％）であるが，人工乳補填に際して

病院，専門家に相談した例はなく，母親の独断によって

補填している。

　（6）栄養法に関する知識及び意識についてみると「母乳

は免疫，抗アレルギー等ですぐれている」と70％のもの

が母乳の効用をあげているが，一方母乳不足を補う事に

関しては「他人の乳（もらい乳）はイヤ」だとするもの

が38％あり，母乳であっても≒他！幅に対する拒否感が
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窪他＝母乳栄養に関する母の意識の調査

ある。又，人工乳に対する抵抗感をみると，退院後の栄

養法が母乳群であったものの方が混合群に比し有意に人

工乳に対し抵抗感をもっていた。

　（7）人工乳の買置きが母乳群に41．7％あった。なお退院

後母乳栄獲の確立が推測されたのは37例であるが， 現実

には母乳栄養は24例であり，混合に移行した13例の人工

乳補填理由を分析すると，母親の鋤務，外出の為2例，

多忙2例，母乳不足気味と思う9例。なお母乳不足気味

と思う9例中5例は在院中の母乳分泌は良好であった。

　沢田・羽室η らの研究においては混合栄養になるきっ

かけは「赤ちゃんの泣き」という現象で，その背景には

母乳分泌に対する不安と疲労があると報告している。今

回の調査においても，退院後家礁の協力者のいないもの

が2例あり，協力者のいないことは母親の疲労もさるこ

とながら，育児等に関して気軽に相談する相手がいない

ことを意味し，母親達は母乳不足に対する不安を抱きな

がら産褥期の生活を過していることが推察される。

　母親達は通念としての母乳の効用は知ってい為が，不

都合な状態になれば母乳に替りうるものとして人工乳を

補い。栄養法選択に現代人の多元的思考形態の一端が伺

え，母乳に対するカリスマ的信仰は薄れている。母乳不

足に対する不安，哺乳最が解らないといった現状をふま

え， 母乳栄養及び授乳指導が十全に行われるよう吟味す

ることが必要である。
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